
よ
ろ
ず
は

富

士

山

は

、
「

富

士

山

―

信

仰

の

対

象

と

芸

術

の

源

泉
」

の
名
で

二
〇

一
三

年
に

世
界

文
化
遺
産

に
登

録

さ

れ

ま

し

た

。
『

万

葉

集

』

に

も

十

首

以

上

の

歌

が
残
さ
れ
て
お
り
、
小
倉
百
人
一
首
に
も
採
ら
れ
た
、

山
部
赤
人
の
歌
は
こ
と
に
有
名
か
と
思
い
ま
す
。

今

回
ご

紹
介

す
る

歌
は
、

そ
の

歌
よ

り
少
し
後

の

時
期
に
詠
ま
れ
た
と
み
ら
れ
る

、
高
橋
虫
麻
呂
の
「
不

尽
山
を
詠
め
る

」
長
歌
に
付
さ
れ
た
第
一
反
歌
で
す
。

こ

の
歌
に

は

、
富
士

山
に

降
り

積
も
る

雪
は
、

夏

の

終
わ

り
の

旧
暦

六
月

十
五

日
に

よ
う
や

く
消
え
る

か
と

思
う

と
、

そ
の

日
の

夜
に
ま

た

降
る
こ
と
だ

、

と

あ
り

ま
す
。

ど
ん

な
に

暑
い

夏
で

も
山
頂
に

雪
を

か

ぶ
っ

た
、

不
思

議
な

山
だ

と
言

わ
れ
て

い
た
よ
う

で
す

。
長
歌

で

は
、

富
士
山

を
日

本
列

島
の
守
護

神

の
よ
う
な
山
と
し
て
た
た
え

、
さ
ら
に
こ
の
反
歌
で
、

そ

の
神

秘
性

を
表

現
し

た
と

み
ら
れ

ま
す
。

続
く
第

二
反
歌

で
も

、

高
く
畏

れ
多

い
の

で
、
天

の
雲
も

は

ば
か
っ
て
た
な
び
く
、
と
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

『

万
葉
集

』

で
は
、

現
在

の
「

富
士
山

」
で
は

な

く

、
「

不

盡

山

」
と

書
か
れ

ま
す

。

な
ん
だ

か
別

の

（
尽
）

山
の
よ
う
で
す
ね
。

【
万
葉
古
代
学
係
】

万
葉
文
化
館

お
す
す
め
万
葉
歌

不
尽
の
嶺
に

降
り
置
く
雪
は

ふ

じ

ね

六
月
の

十
五
日
に
消
ゆ
れ
ば

み

な

つ

き

も

ち

き

そ
の
夜
降
り
け
り

よ

万
葉
集

巻
三
―
三
二
〇

高
橋
虫
麻
呂

【
意
訳
】

富
士
山
に
降
り
積
も
る
雪
は
、
夏
も
末
の
六
月
一
五
日
に

や
っ
と
消
え
た
と
思
う
と
、
ま
た
夜
に
は
降
る
こ
と
だ
っ
た
。

平
成
二
六
年八

月
号

タ
イ
ト
ル
の
「
よ
ろ
ず
は
」
は
、
「
万
葉
」
を
訓
読
み

し
た
も
の
で
す


